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鹿兜島縣薩摩半島南部の金鉱床調査報告
　　一特に看日1赤石両鉱山について一

高島　清＊　丸山修司＊＊
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Kiyoshi　Takashima＆S血u∫i　Maruyama

　　　　The　s6uthern　distri“t　of　the　Satsuma　peninsula　consist　mainly　of　san（1stone　and　slate

　。fMes・z・icage，tu鉦ace・ussandst・ne，c・ng1・merate，shale，andpyr・xeneandesite・fTer－

　tiary　age　being　covered　by　mud　lava　of　the　Ata　volcano．

　　　　Oredep・sits・ccurinb・th・ftheTertiarysediment孕ryrocksandpyr・xeneande－
　site，f・rming・・reb・dies・fg・1曲earingsi1三ce・usr・ckinshape・flens・mass，andmushr・・m・
　　　　The　distrlbution6f　the　ore　depos至ts　is　subJected　by　geo三〇gical　st：ructures　and　fissure

　systemS．
　　　　Main　ore　bo母y　of　Kasuga　is　the　largest　of　them，and　is500m×150m×100m　inl

　size．
　　　　The　trend　Gf　distribution　of　t：he　ore　bodies　is：N80Q　E，being　similar　with　two丘ssure

　systems　in　N500E　an（1N80Q　E。
　　　　The　grade　of　gold　ore　is・（Au）2。89／t玉n　average・　ore　shoots　seem　to　be副so　sub－

　jecte（l　by　two　fissure　systems．

　　　　Theg・1曲earingsilice・usb・dyls12bm×80m×100minsize，andc6ntainss“veral

　ban（ied　ore　shoots．
　　　　Ore　is　classified　into　porous・siliceous，banded　siliceous　and　clayey．　The　last　have

　，t五e五ighesヒgrade　of　gold・

’　　　　　　　Ore　forming　minerals’are　enargite，1uzonite，pyrite，native　gold　and　limonite．

　　　　The　grade　of　ore　varies　from　l　to1，0009／t　of　gold，and　is2－5g！t　on　an　avarage。

　　　　The　ratio　of　gold　to　si1▽er　varies1＝G．3－1。

玉．緒　 言

鹿児島県薩摩半島には多数の含金鉱床の分布が知ら

れ，旧く島津侯時代さらにそれ以前よりさかん単採掘さ

れ，多量の産金をみたことは旧坑跡・地名および古文書

等により知られる。1

鉱床g種類は大部分が塊状鉱体であつて，一般にいわ

れる鉱脈とは多少趣を異にするが，一部に石英脈を伴な

う赤石鉱床のごとき鉱床が存在する。

本地域の金鉱床を調査するに当り，今回は特にこの形

態的に特徴のある金鉱床を取上げ，この調査を実施し

た。形態的にみれば，この種の鉱床は伊豆半島土肥鉱山

＊廣島駐在員事務所

怒鉱床部

南部にみられる宇久須の珪石鉱床と形態的，珪化帯の性

質等に関し酷似しているので，調査に際しては前所員岩

生技官による宇久須珪石調査報告から得るところが大で

あつた。

　調査は昭和27年6月に行われたが，期間が短いため

に全般的な関係を把握することは困難で，その周辺の含

金鉱脈との関係については次年度にその調査を実施する

こととし，今回は特に調査地域内の鉱床の賦存状態，地

質構造と鉱床との関係，當鉱体と裂罐または断層との関

係を朗らかにすることに．努めた。

　調査担当者は次の通りである。

　地質鉱床調査　　高　島　　清

　　　ゲ　　　丸山修司
　地形測量　磯巳、代次
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第3図　春日鉱山西縫’部模式柱状図

斜は急で東に65。以上または西に60。以上を示す。一南北

に延びて分布する。

　中生層は栗ケ野鉱山跡附近では第三系により，また見

惚峠西方および中央部では直接第四紀更新統の泥熔岩層

により，それぞれ不整合に被覆されている。また北部お

よび東部地域では輝石安山岩類が広く分布し1中生層は

この下部に基盤として存在するもののようである・

　中生層は灰黒色粘板岩と灰緑色砂岩との互層よりなり

一部に石灰岩の薄層が認められる。

　粘板岩・砂岩の互層のおのおのの厚さは地域的に多少

異なるが，通常0．01～10mを示し，一般に粘板岩が優．

勢である。

　粘板岩は大部分が千枚岩状を示し，層理に沿つて砂岩

をレソズ状に挨有するのが普通であつて，稀に石灰岩の

レソズをも挾む。砂岩は一般に凝灰質であり，灰緑色を

呈し堅硬緻密で，Lばしば上記粘板岩様岩石の小破片を

含有する。風化したものは黄褐～黄灰色を呈し，第三系

擬i灰質砂岩と酷似するQ

石灰岩は不純物を含有し暗色を呈し，石灰質頁岩とも

称せられるものである。

　中生層中の断層として海岸に沿つて2，3の走向断層が

確認されるが，露出が海岸のみに限られているためその

延長を推定することは困難である・これらの断層線に沿

つては風化作用，あるいは温泉作用による粘土化作用が

著しく，特に断層下盤側にその作用が著しい。またその

作用は第三系に近い長瀬東方の海岸において著しい（図

版1）。

長瀬附近の海岸線においては2，3cmの石英細脈がぞ

の地層面に沿い，または一部これを切つて貫入するのが

認められるが，これらの石英脈は含金品位はほとんど認

められない註1）。これらの石英脈に沿つて母岩中にほ微

粒の黄鉄鉱の鉱染がみられる。

　　図版1．　長癩東方海岸における断雇
SS．砂岩　　Sh．粘板岩（千枚質）　CI．粘土化した中生履！　F．断雇！

4．2第三系
本層は中生層を不整合に覆い，第四系に被覆され，そ

の分布は主として栗ケ野鉱山附近に限られている。すな

わち栗ケ野鉱山跡附近および261．1m高地附近の南北．

註1）北方の鹿籠金山附近では中生暦中の金鉱脈が稼行された由である。，

26一（384）．
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両地域に著しい露出がみられる。その岩石は砂礫質およ

び凝灰質のものを主とし，下部より暗緑～淡灰緑色礫

岩・青灰緑色砂岩・灰緑色砂岩・灰緑色砂質凝灰岩・凝

灰岩（一部角礫凝灰岩）となる。

　春日鉱山における坑内の地質は凝灰岩と角礫凝灰岩よ

り構成されている。

　上記の各岩質間の関係は一般に漸移し，各岩層中に他

の岩質のレンズを鼓むことは普通に認められる・

　一般に偽層が多く，走向はN10～300W，で5～20。E

の傾斜を示している0

　4・2．ヌ下部層（基底礫岩層および砂岩層）

　下部層は暗緑～淡灰緑色の礫岩層と砂岩層とよりなり

礫岩層の礫は大体径数cmより数10cmのものが多く

その礫は輝石安山岩・粘板岩・砂岩等よりなる。

　砂岩層は礫岩の礫が細粒になつたもので，粗粒構成物

は礫岩と大差はない。両者は互いに漸移するものであ

る。

　栗ケ野鉱山跡と見惚峠間の稜線上では礫の少ない砂岩

の露出がみられ，北部の261．1m高地および旧見惚峠

附近にも礫質砂岩が露出する。特に旧見惚峠附近では凝

灰質頁岩の薄層が介在し，そのなかに勲g溺sp．？が発

見されたが，保存が不完全なため時代の決定は困難であ「

る。鉱山側の資料によれば本層は上部中新世～鮮新世堆

積物と推定されている。

　なお，現在休山となつている栗ケ野鉱床は，このなか

に形成された珪化帯よウなる。

　4。2．2上部層（砂質凝灰岩層および角礫凝灰岩層）

　本層は灰緑～黄灰緑色の凝威岩質岩石よりなり，、砂質

凝灰岩層は中粒～細粒を示し，凝灰岩に漸移する。角礫

凝灰岩は上記凝灰岩中に角礫を含むもので，約1～2Cm

内外の安山岩または粘板岩の小角礫を含有する。

　春日鉱山の鉱床はこの上部層を母岩とするものであ

る。

4．2』3火山岩類

　この地域の火山岩類と．しては，第三紀に噴出した輝石

安山岩が広範囲に分布している。

岩石は淡緑～暗緑色を呈し，紫馨輝石および普通輝石

をともに斑晶として含有する複輝石安山岩であつて，い

ずれも若干の変質作用をうけている。その分布は枕崎市

東部に著しく赤石・岩戸山等の珪化帯はいずれも安山岩

中に胚胎するもので，これらの珪化帯の周辺には網状に

石英細脈の貫入する弱珪化帯の発達がみられる。

4、2。4第四紀泥熔岩層

本層は中生層および第三紀層，さらに東部においでは

輝石安山岩を被覆しているQ

本層は灰褐～黒灰色軟弱粗懸の火山灰とや』流状構造
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を示す泥熔岩（複輝石安山岩）とよりなり，一般に黒灰色

安山岩礫および軽石を含有する。泥熔岩中にはレソズ状

にガラス質安山岩を挾むことがある。

その層厚は普通70m以下であるが，稀に100m以
上にも達する。

5．地質構造

　本地域り基盤をなす中生層は主として西部に露出し，

その走向は一般に：N－Sを示し，60〔・900EまたはWの

傾斜を示す。

　第三系はこれを不整合に被覆して一般走向：N－S～N

300E，傾斜5～20。EまたはSを示す。

　不整合面の近くではその走向には変化が多く，見惚峠

北方では向斜構造を示す。

　春日鉱山においては坑内の珪化した凝灰岩層が，一般

に南に傾斜することが推定される。複輝石安山岩類は上

記の地層を貫ぬいて，北蔀および東部に広く盗流してい

るo

　これらを被覆する第四紀泥熔岩は盗流当時の地形に支

配されたことが推察されるが，一般に南に向つて緩く傾

いている。

　珪化帯は主として上記第三系中に発達し，この地質構

造に密接な関係を有し，断層および裂罐系に、も密接な関

－係を有する（第1図）。㌧すなわちこの地域を全般的にみれ

ばその珪化帯の配列はN700E～EWを示し，また部分，

的にみても西南部春日・栗ケ野の珪化帯はNO～300E，

N50～60。Wの2系統の構造的弱線に関係を有しまた赤

石・岩戸山の珪化帯はN300Eおよび：N65～750Eの2

系統の弱線に支配される（第1図）。．

　これらの断層・裂擁については後述する。

6．母岩の変質
　この地域に分布する古期岩石は多少の差こそあれ，い・

ずれも変質作用をうけている。この変質作用は岩石の種

類・断層・裂擁の存在，．その他物理的・化学的条件によ

り種々多様である。一般に本地域において最も著しい変

質作用は珪化作用および粘土化作用（カオリy化・セリ

サイト化2）である。このほか部分的には明馨石化作用・

緑泥石化・プ・ピライト化・・黄鉄鉱化・炭酸化等の変質

作用が認められる。

珪化作用と粘土化作用は密接な関係を有し，春日鉱山

の場合は第6図のごとき関係を有する。

すなわち，珪化帯と粘土化帯はほとんど同時にできた．

もので，珪化帯を形成する母岩の弱線に沿い上昇した硫

酸酸性溶液が母岩に交代的に変質作用を与え，その母岩

中の化学成分が交代的に移動し，SiO2に富む珪化帯と

AI203に富む粘土化帯の形成を見たと考えられるg

，岩生周一註2）・牟田邦彦註3）は粘土鉱物を研究すること

により，この種の鉱床の成因を論じている。

変質作用は母岩の性質により多少異なり，春日鉱山の

ごとく凝灰岩の発達が著しいものについては粘土化帯の

成生が顕著であるが，赤石のごとく安山岩質の場合は粘

土化帯の発達が劣勢である。このことは岩質の相異，裂

罐の生成機構および鉱液の性質により多少の変化をみた

もので，本質的な珪化帯の生成につし＼ては大差はないも

のと考えられる。

すなわち，凝灰岩の場合は春日鉱床のごとくその地層

註2）岩生周一：債豆宇久須珪石鉱床調査報告（地質調査報告1947）
註3）牟田邦彦：春日鉱山のカオリナイトについて（九州鉱山学会誌『

1952）

岩　　弱　斐　質　帯一粘　土　、化　帯・‘珪’　化　　帯』

　　　　部分的1二粘土化イ乍　　や、青色～白色の　　多子し質一緻密質珪
凝　　灰　　岩　　　男を伴う　　　　　　　粘土セ主乙ずる粘　　　石を主とする

　　　　　　　　　　　土帯の発達著し
　　　　網状に石英脈を有　　　　　　　＿　　　　　　　細隙の多い多孔質、
安　山　岩　　する　　　　　　　　　　　　　　　　　珪石を主とする

　　　　　　　　　　　発達弱し
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面に沿う割目と上記の裂罐との発達により比較的顕著な

交代作用が行われたが』安山岩の場合は裂罐の生成とこ

、れに伴なうさらに小規模な副成的な裂罐とにより特に珪

化作用が強く行われ，交代的な変質すなわち卑203の

移動は充分に行われず，それ以上のSiO2の添加のため

に珪化帯の生成を見たもののごとくで，粘土化帯の発達

はほとんど見られず，た讐弱変質帯に粘土化作用が認め・

られる程度である。

　この両者の場合を模式的に図示すれば第7図のごとく

である。＼

　凝灰岩中の鉱床すなわち春日型に属する鉱床としては

栗ケ野鉱山があり魅，安山岩中に胚胎する赤石型に属する

ものは赤石鉱山のほかに岩戸山免赤谷の鉱床がある。こ

、れらの含金部はヤ｛ずれも珪化帯形成の末期または珪化帯

生成後に形成されたものであり，これについては各鉱床

の項に述べることとする・第2・4図に示レた珪化帯と

弱珪化帯のうち，弱珪化帯については母岩の性質等によ

りその変質に多少の相違があるので・准土化帯を伴なう

弱珪化帯という意昧で，一応分類した。

　春日鉱山地域の珪化帯の分布は春日鉱床と栗ケ野鉱床

の2ヵ所に集中するが，これらの珪化帯に近接する中生

層中の変質作用はあまり顕著でない。しかし，栗ケ野鉱

山南方海岸における露出では下記のごとき石英脈の貫入

が認められ，これらは珪化帯の生成と密接な関係を有す

ることカミ明らかである。

　6．1長瀬の岬西約60mの海罎’

7
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走向N20。Wで直立する粘板岩は幅F5～10cm，連続

性あるレンズ状の砂岩を挾有しており，砂岩の界面に沿

つて白色素焼状石英が貫入し，母岩特に砂岩に黄灰白色

の珪化変質作用を与えている。

　6．2長瀬の岬北西約130mの海愚

　走肉：N10。W，垂直の砂岩・粘板岩の互層中に，その

界面に沿つて幅1cm内外のどリ脈が多く貫入し，これ

に伴ない両盤数cmの幅に珪化作用がみられる。，

　6．3長瀬の岬北西210mの海旗

　走向N150E，傾斜800Eの断層があり，この附近に

も上記同様の石英脈の貫入が認められる。珪化作用は著

しくない。　　　　　　　　　　’

　6．4　栗ケ野鉱山跡南方海岸

’N20QE，850Nの走向・傾斜を有する上記同様の互層

中に，幅1～3cmの石英細脈が認められたQ

　上記のごとく右英細脈は一般に層理に沿つて著しく発

達するが，珪化作用は劣勢である。一般に中生層中には

第三系同様の珪化帯の発達はほとんどみられず，珪化の

著しいものでも，安山岩中の珪化帯における網状弱変質

帯に類似する変質しか行われていない。このことは岩石

が凝灰岩および安山岩であつて交代作用が行われ難いこ

’とと・その他に地質構造的な条件が零らに大き・く珪化帯

の生成を左右したのではないかと推定される・

　粘土化作用は上記珪化作用に随伴して，その周囲を囲

饒するごとく発達することは上述のごとくであるが，こ
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の粘土については牟田邦葦註、4）によりカオリナイトを

主とすることが報告されている。

漂白作用は一般に地表部および粘土化帯と珪化帯との

界面または断層および裂罐に沿つて発達するが，ζれは

初生的なH2Sによるものよりも，2次的なFeS2の酸

イヒにより漂白された場合が多い。　、

　緑泥石化作用は第三紀凝灰岩質岩石および安山岩類中

に顕著にみられるが，珪化作用または粘土化作用の著し

い部分の周縁ではほとんど認められない。これは交代作

用が行われた際に漂白作用が主となり，緑泥石化作用は

行われなかつたものと考えられる。

炭酸化作用は一般に劣勢であるが，弱変質作用の地域

および中生層中に若干認められる・

黄鉄鉱化作用は古期岩類に一般的匠認められるが，珪

化作用または粘土化作用の著しいものには随伴して普遍

的にみられる。

プロピライト化作用は全般的に古期安山岩に認められ，

るが，特に調査地域北部に露出する安山岩に著しい。

7．鉱　床

　鉱床は前述の第三系中にレンズ状または塊状をなして

胚胎する珪化帯より形成され，その分布はE－W，約15

km，N－S約6kmの鉱床帯中に10数ヵ所の珪化帯が発

達している。

現在，稼行されて“るのは西部の春目鉱床と東部の赤

石鉱床である。また，過去において稼行されたものとし

ては，栗ケ野鉱床・岩戸および赤谷の鉱床がある。

　そのおのおのの鉱床は母岩の性質・断層・裂罐の状況

および鉱化作用の性質等により多少の相違が認められ

る。

鉱床すなわち含金珪化体は一般に地質構造・断層・裂

鐸等に支配されて形成するが，鉱床中高品位部を示すも

のは珪化帯生成の末期または珪化帯生成後に引続いて行

われた鉱化作用に起因する。この場合母岩の性質により

いろいろの型を示すが，その各種の珪化帯の構造，高品

位部の存在状聾は各館床ごとに述べることとする。

一般的に珪化帯形成の末期または以後に，この珪化帯

に生成した裂罐に沿ヤ・硫酸酸性溶液の上昇が行われ，裂

舞または珪化帯の空隙に硫化物・自然金の晶出をみたも

のである。この場合脈石として石英・氷長石等を随伴す

ることは普通の鉱脈型金鉱床ほど著しくない。

硫化物として硫砒銅鉱・ルゾン銅鉱および黄鉄鉱を伴

ない，脈石としては石英および氷長石の像かにしばしば

葱臭石を伴なう。

　自然金は硫砒銅鉱よりも葱臭石に密接な関係を有す

る。

8．鉱床各論

主として現在稼行中の春日および赤石の両鉱床につい

て述べ，栗ヶ野・赤谷・岩戸の鉱床にっいてはその概要

を記すにと黛める。

8。1春日鉱床（第8・9・10図参照）

春日鉱山の鉱床は，前述のごとく第三紀凝灰岩中にレ

yズ状または茸状に胚胎する3個の珪化帯よりなり，一西

部より第二鉱体・本鉱体および第一鉱体と称される。こ

の珪化体は南西部より北東部に雁行状に醗列し，その地

表よりの深さは南西部ほど深くなる。この関係は第8図

坑内図，第9図ブロヅグダイヤグラムに示す通りであ

る。上記のうち本鉱体が最も大規模に稼行されている。

珪化帯を形成する珪質岩はいずれも青灰色ないし淡褐

鉱 床

栗　　ケ　野

l／隷
岩

赤

赤

戸

谷

石

形　態

塊状

レソズ状

レソズ状

茸　状
レンズ状

塊状

塊状
脈状
塊状
脈状

規　模
　　　m

200×100×50

100×80×40十

500×150×100

30×30×20

120×80×1QO

鉱体の
延長方向

N700E

N450E

：N800E

N700E

N700E

N750E

：N30QE

主要裂鐸 母　岩

N700E　砂岩および
N30。E礫岩
N50。E　l凝灰岩および
　　　1角礫凝灰岩
N50QE～
N800E

N300E

N300E

N300E
N700E

同　上

同　上
複輝石
安山岩

同　上

同　上

備 考

ブロック状珪石の下限に富鉱
部が認められる。

幅によ　No．4，　No．3，　No．2

を含めた範囲を示した

註4）牟田邦彦：春日鉱山のカオリナイトについて（九州鉱山学会誌，

　　　　1952）
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第9図　春日鉱山珪化帯模式図

色を呈し，多孔質ないし緻密の珪石よりなる。このうち

にE－w系に属する裂罐および角礫帯の発濯がみられ，

硫化物はこれらの弱線に沿つて著しく晶出す為。第10・

1i図は十40m零よびOm坑における裂罐の状況を示

す。

　自然金の晶出は上記硫化物，特に硫砒銅鉱の鉱染晶出・

の著しい部分に，これに比例して多くなるようである。

また上部ではこれらの硫化物の酸化により褐鉄汚染が著

しく，新鮮な硫化物は認められないが，このような汚染

の著しい部分は金品位も高くなる傾向がある。この場合

も＋40mにみられるごとくE－W等の裂罐帯に沿つて

この方向に直』る傾向がある。

　また一般的には＋10～＋20m以上は酸化帯に属し，

2次富鉱化されること多く，含金の高いものはこの部分

より上部に発達する。

．本鉱体　本鉱体は春日鉱山の中核をなす鉱体で，その

珪化体は標高，90mの小丘稜をなして突出し，その規模

も大きく，走向延長500m，幅150m，深さ100mにー

達する茸状鉱体をなし，その周囲は粘土帯により囲饒さ

れる。地表部は褐鉄鉱により赤焼けの著しい露頭を形成

し，発見当時は鉄鉱の鉱床として稼行した由である，

　珪化帯は凝灰岩および角礫凝灰岩の珪化されて形成さ

れたもので，珪化帯の西部および中部にはこの角礫凝灰

岩の構造を残しているものが多い。多孔質の珪石と緻密

質の珪石とは互に一方が他に不規則なレソズ状をなして

入りまじる関係にある。その分布状況は第10図に示す
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第10図　上40m水準地質鉱床図

通りである。

裂罐系は本坑においては西部においせはほ窒東西，東

部に至るに従つて束北一東西南西に転ずる。珪化帯の北

部では角礫帯の発達が著しい。その著しい部分でぽ幅

5m以上にも達している。自然金および硫化物の晶出は

この裂罐に沿つて著しく，、特に多孔質珪石が緻密質珪石

と接する界面とこの種の裂癬の交叉する部分において顕

著である。角礫構造の性質よりおそらく珪化作用生成後

の角礫帯または裂罐と推定され，この種の裂罐に鉱化作

用が行われて鉱床を形成したものと推定される。

硫化物の晶出が多孔質珪石の空隙および小裂罐に著し・

いことは・この事実を專付げる重要な証拠となる。

、珪化帯中の裂罐はその主要なものが3つあり，珪化帯

の延長方向と同一のE－W系に平行に排列しておりこれ

らの裂罐に沿つて富鉱体が形成されている。

珪石の孔陳には円私短形種々であるが，短形のもの

はその構造‡りみて，安山岩源の珪石と考えら池る。こ

の孔隙の問題については別記する。

富鉱体を北よりNo．1，2，3とする。

．耳o．1富鉱体は一般走向N60。E，延長50～60m，

幅，数mを有し，Om坑道以上の破砕帯およびこれを

中心として分布し，黄鉄鉱および硫硯銅鉱の晶出がみら

れるQその裂罐は西方では走向N450E，・傾斜800S，「東

方では1走向N800E，傾斜600Sの2系統があり，これ

が曲折して連続する部分は幅も大となり，含金品位も若

干上昇するようである・この富鉱体の中心は＋10m・一＋

20m坑道附近にある。

No．2富鉱体は最も規模が大きく，No．1富鉱体の

南約20mに胚胎する。この富鉱体を形成する裂鐸は走

向N40。E，傾翻80。Sのものと走向：N700El傾翁60。S

34一（392），



鹿
児
島
県
薩
摩
半
島
南
部
の
金
鉱
床
調
査
報
告
　
（
高
島
　
清
・
丸
山
修
司
）

纏　
l
l

　
l

　
ひ厭
ヨ
1，

　
1

　
ノ
　
■
〆

■
！
■

ヴ
■
■
／

　
　
　
ノ
殖
藤
、
＼
亀

、、

　
、
　
i
　
レ
畠
聴
1

ロ
ず

Ol『11〃

　
　
＼
　
　
＼
＼

　
　
　
＼
＼
＞

　
、
・
　
　
　
＼
　
〉
＞

　
＼
　
　
　
＼
ヤ
　
＞

　
　
、
・
ミ
￥
　
　
　
＼
＞

　
　
　
￥
￥
　
　
．
　
＼
＞

　
　
　
￥
、
　
　
　
　
　
＼
　
＞

　
　
　
、
、
　
　
　
　
￥
　
　
＞

　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
＼
＞

　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
￥
＞
〉

　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
＼

　
　
　
．
侭
　
　
＼
〉
∫
〉

　
　
！
塚
7も
、
、
．
　
＼
〉
＞

　
〆
！
！
！
　
　
￥
ぐ
　
　
　
￥
、
　
〉

／
！
　
　
ミ
￥
’
　
・
、
＼
一
、
＞
〉

！
　
　
　
　
　
　
　
　
1）
＿
ろ
！
’
1＼

　
　
　
　
　
　
￥
　
　
一
一
’
　
　
ピ
＞

　
　
　
　
　
“
・
　
　
　
　
　
　
や
　
　
＞

　
　
　
紺
篠
　
　
’
、
ζ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
＞

　
　
亀
趣
・
　
8転
　
’

　
　
　
・
￥
　
　
、
　
。
ILl＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
、
￥

　
　
　
亀
　
　
　
　
　
　
　
　
￥
＼

　
魅
＼
　
　
　
陶
＼
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
＼
￥

　
　
　
　
　
＼
＼
　
　
o　
　
　
　
　
＼
￥
＼

　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
1　
＼
文

　
　
＼
獣
　
　
　
＼
　
　
’
晃
　
、
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
亀
　
　
、
　
、

　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
￥
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
↓
民
一
￥
卜
　
’
礁
＼

　
・
￥
黙
，
・
亀
獣
　
　
命

　
　
　
、

ミ

　
〉

＼
～
〉
＞

＼
＞
・
〉

　
や
〉
〉

　
＼
〉

　
　
＼
〉

＼
￥

融．
＼
頚
ぎ
　
謎

　
　
　
　
　
　
へ

￥

叩
騨
繍
恥
構
賊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
l
川
怠
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ll
l
＼
＼
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諾

ヨ
旧
博
一
撫
ヨ
旧
博
藩
野

　
　
鋤
　
獣
顎
愚
電

黎
麟
刊
暫
曝
蕪
泌

　
　
刊
5　
紳
　
認
毒
鱈

喫
鯉
　
輯
　
鍾
　
⑱
串
轟

園
皿
圖
團
□
＼
ザ

　
　
ミ
　
　
ミ
　
．

　
厩
へ

つ
‘
・
1へ
撃

＞＞
　
＞
￥
〉
　
　
〉

￥
〉
￥
　
＞

　
￥
＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

　
、
＞

　
、
＞
’
＞
　
　
　
　
膨
＼

　
’
、
＞
＞
．
ラ
〉
＞
－
＞

　
　
i＞
　
　
＞
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
1慣
　
ノ
＞
＞
〉

　
　
　
＞
　
　
、
＞

　
“
；
や
〉
＞
　
ノ

　
　
、
・
・
A　
＞
　
〉

　
　
い
＞
　
　
＞

　
　
、
』
、
＼

　
　
“
／
＞
　
＞

　
　
ヤ
’
』
玉
　
＞

　
　
蛛
〉

　
　
　
、
・
へ

　
　
　
xへ
＞

　
　
　
『
へ
＞

　
ぐ
s　
ヤ
～
　
＞

　
　
　
～
，
一

1　
　
　
　
．
．
論
〆

1　
　
　
　
　
、
、
’
1、

1　
　
　
　
　
、
・
二
、
＞

・
1捻
　
　
’
ll二
、
〉

　
　
　
　
　
、
イ
玉
＞

　
　
　
　
　
、
・
・
蒐
　
　
　
　
　
o

　
　
　
　
亀
“
＞

　
　
　
　
　
1・
・
、
　
〉

　
し
　
　
　
　
　
ギ
？

　
　
　
　
　
r4＞

　
　
　
　
　
鵜

　
　
　
　
　
蟻
1蛍
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
た
’
　
＞
　
　
〉

　
　
　
　
　
給
　
＞
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

懸
1魂
讐
＞
〉
〉
＞

　
嚇
、
7〉
　
〉
〉

　
　
ll㌧
〉
　
　
　
＞

　
　
1／
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
／
’

　
　
　
　
　
　
　
　
1　
’

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
窺
〉
！

＞
　
F〉
　
　
〉

　
　
〉

〉
＞
〉
＞

良qo畠奪

、
ao

＞

　
〉
＞
　
　
　
〉

＞
　
　
　
＞

　
＞
　
　
〉

　
　
＞
　
　
＞

　
　
　
》
　
　
　
＞

　
　
　
》
　
　
＞

　
　
　
　
》
　
　
〉

　
　
　
　
＞
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
　
＞
　
　
δ
＞

　
　
　
　
　
　
＞
　
　
　
〉
・

　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
　
　
　
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
〉

～

35一
一
（
393）

区畳播躍碧勢穀渥粁区⇒猷



地質調査所月報（第5巻第8号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監

　　　　　　　　　　　箒　　　　　畠
　　　　　　　　　　ハ1＼き　　縛文

所

⑫．

第12図　春日鉱山略近鉱床および等電位線図、

のものとの2系統の裂罐より構成され，その一般走向は

：N70。Eを示す。走向延長150m，幅最大100mを示

し，平均品位Au2～10g／tを示す。富鉱体の中心は＋’

10’》30m坑道にある。

：No．3富鉱体は走向：N50QE，傾斜800S，のものと，

走向N800E，傾斜700Sのものとの2i系統の破砕帯よ

り構成され，その一般走向は：N700Eを示し，その延長

は120mに：およぶ。

，東部でNo。2富鉱体と合流し，この部分において砕

裂帯の発達著しく，かつ硫砒銅鉱および黄鉄鉱の鉱染も

著しいQ

硫砒銅鉱は0．5～数mmの底面または柱面の発達し

た黒ないし鉄黒色不透明の結晶として晶出している。

この硫砒銅鉱と共生する黄鉄鉱は微粒であつて，その微

量成分として銅・錯・砒素・アンチモニ尻および金を含

有する。自然硫黄は上記珪化体中に稀に産生し，その産

状は小空隙を充墳するごとくそのなかに含有される。そ

の産出は＋30m坑人道において認められたが，・その他

においても稀に見られるo

粘土化帯は珪化帯の周囲に発達し，第9図および第10

図に示すごとく坑道内の東部および北部にその肇化がみ

られ，灰白ないし褐白色粘土化帯よりや玉粘土化した凝

灰岩へ移化している。上部坑道に部いては粘土化帯を挾

まずに，直接駒黒色の泥熔岩が走向N600E～EW，傾謂

300・》40。Sの界面をもつて被覆し，その界面に沿い泥熔

岩に若干の脱色がみられる。
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第13図　春日鉱山試錐関係図

　第一鉱体　本鉱体東端山神社下に位置し，その珪化体

は本鉱体と連続する。現在採鉱は中止しているがその規

模は30m×30m×20mを示す。
、鍵第二鉱体　本鉱体南西部約200mに潜在し，その規

模は100m×80m×40m＋．を示すレソズ状珪化体であ

る。延長方向はN450Eを示し，幽65m1坑道において
、本鉱体と連絡している。この水準においゼ第二鉱体は走

向E・W，傾斜40。Sの境界面をもつて上方の泥熔岩と

接し，北部は粘土化帯を挾んで粘土化された変質凝灰岩

と接する。

珪化体は本鉱体と同様多孔質ないし緻密の珪石よりな

り，そのなかに平行に走る2つの裂毒嘩に沿い富鉱体が形

成されている。　　　　　　　占

　北側の富鉱体はN45～500E方向に発達し，その規模

も20m×20m×10mを示し，平均品位Au4～89、lt

を示す。’この40m南に平行して，30m×10m×10m

の規模を有する含金帯を有するが，その平均品位はAu

3g／tである。－
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その他　上記のほかに電気探鉱および試錐により1～

2の珪化帯が確認されているが，含金状況は一般に低品

位である。しかしこれらの珪化帯中にも裂鐸の発達が考

えられるので，第二鉱体と同様な富鉱部の存在する可能

性もあるから，今後の探鉱が必要である。

　その関係は第12・13図に示す。

8．2・栗ケ野鉱床

　栗ケ野鉱床は春日鉱床の南西方約2kmに位置し，層

位的には春日鉱床の下位に相当する（第2・3図参照）。

珪化体の露頭は本地域一帯に多数分布するが，最も大

なるものは栗ケ野鉱山として稼行されたもので，その形

態は不規則塊状を示す。

その夫いさは直径150～200mで，部分的に黄鉄鉱の、

（第5巻　第8号）

著しい鉱染が見られる。　、

　珪化体は砂岩および礫岩を母岩として形成され，珪化

体生成後の裂罐の発達が著Lく，鉱化作用はその裂罐を

中心として行われたために，富鉱部は珪化体の下部，特

に各裂罐により分断された珪化帯のブロヅクの下部に発

達する・なお地表部は2次的に富鉱化されているため・

に，褐色汚染されたものがしばしば高品位部を形成する。

　現在は全然稼行されていない。

　8．3赤石鉱床（第4・5・14・15図参照）

　赤石鉱山の鉱床は第三紀安山岩中に形成された珪化帯
へ

おぷびそのなかに胚胎する石英脈よりなる。珪化帯は細

隙に富む多孔質岩石より構成され，孔隙は一般に春日鉱

．床に比して細いものが多い。この孔隙は一般に短形が多

　　　　磁

／　　　　　ヤ　　ロ　　　　　qノ　／（
　　　　　　　『

　　1　．　　づイ7　　遡景

．　　　　　q
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大
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㈱図軸杁宇店橡鵡と制り

本

塩

第14図　赤石鉱山坑内図
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第15図　赤石鉱山本坑鉱床図

く，部分的に硫黄により充翼されていることが多く，特

に大正15年坑以下の富鉱体を中心とする部分に多い。

　鉱脈は白色ないし乳白色緻密の石英よりなり，珪化帯

中に］N50・》800E，N300E等の方向に脈状をなし，これ

が胚胎する周囲の珪化帯中には綱状・斑状等の構造を示

す珪化帯の発達がみられる。その状況は第12図に示す

通りである。鉱床中の富鉱部はこの脈状部において高品

位を示し，脈状部の屈曲部または珪化帯生成時の玉髄質

石英脈を切る部分に存在する傾向がある・この脈状部の

鉱石は自然金のほかに硫砒・銅鉱・ルゾソ銅鉱・黄鉄鉱

・および葱臭石等を伴なう。

　この脈状部は4条あり，その最も優勢な屯のは最北部

にあるもので，旧坑附近にその露頭を有し，上部におけ

る走向は：N400E，下部に：おいて：N・Sに変り，落しは

上部で40。，下部において70Qと変り，いずれも南に落

Lているo鉱脈の幅は30～100cmを示し，富鉱部の含

金品位は平均309／t以上を示す。

昭和洞富鉱部は3号脈と4号脈とが，珪化帯生成時の．

玉髄質石英を切る部分にその下盤側に形成されている。

この昭和洞富鉱部は珪化帯中の空隙および裂罐をうずめ

た自然金を伴なう褐色粘土により形成されており，また
』
こ
れ
ら の珪化帯中には細い珪化帯の裂罐に自然金の晶出

がみ．られることもある○
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第16図　　大正15年1坑一最旧坑鉱床図

9．裂罐と鉱脈との関係

　地質構造およびこれに関係のある裂罐については地質

構造の項に述べたが，鉱液の上昇を見た裂罐もこれと密

接な関係を示し，春日鉱山の鉱床についてはステレオ投

影図に示すごとく，NO【ど30QEおよびN50ρ｝600W系

の2系統に支配されている。赤石鉱山の鉱床について

も，上記の春日鉱山とほとんど同様の裂罐系に支配され

その鉱脈もこめ裂罐系に沿つて発達をみている。このほ

かに角礫帯を伴なう玉髄質石英の発達がみられたが，こ

れは上記の2裂罐系に切られている点，および珪化帯中

に緩傾斜を有して昭和洞上部，大正15年坑附近に発達

．していること等により，珪化帯形成時またはそれより若

干ずれを持つが，鉱脈の生成前に形成されたものと考え

られる。

N
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鉱石を形成する鉱物は自然金・黄鉄鉱・硫砒銅鉱・ル

ゾソ銅鉱等よりなり，脈石として石英・氷長右・葱臭石

および粘土鉱物を伴なう。 第17図

・　硫イヒ物め鉱染著琵裂鯵

・　』主蓼奮裂鰺

9　裂緯

春日鉱山における鉱脈・裂雛のステレオ投影図
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第18図　　春日鉱山における鉱脈・断雇・裂罐のステレオ投影図

　鉱石には多孔質または緻密質石英よりなる珪酸鉱と，

脈状または縞状構造を有する石英を主とする珪酸鉱と，

角礫質珪石を含む粘土鉱との3種類がある。

　10．1多孔質珪酸鉱（緻密質珪酸鉱を含む）

　多孔質または緻密状の石英よりなり，石英は灰・褐・

潮色の種々の色および光沢を示し，部分的にはこのなか

に縞状または鉱染状に黄鉄鉱の鉱染を認めるものであ

る。こg鉱石は赤石鉱山の上部および春日鉱山の＋10m

坑道以上のごとく，2次的酸化作用のおよんでいる地帯

においては，この珪石中に含有される黄鉄鉱その他の硫

化物の酸化により褐鉄汚染され，褐色ないし灰褐色を呈

する。

　多孔質部は2～3mm《・数cmの球形ないし不規則形

の孔隙を多数有する鉱石であつて，この孔隙中にはしば

しば硫化物特に黄鉄鉱・硫砒銅鉱・ルゾy銅鉱および葱

臭石の微細な結晶が認められるほか，しばしば自然硫黄

が包含されていることがあり，それは特に赤石鉱山にお

いて著しい（第15図）。

　春日鉱山上部においては裂罐系に沿つて角礫粘土帯の

発達が著しく，この角礫粘土帯にはAu10～1009／t内

外の高品位を示す鉱石が多い。珪化帯そのものの多孔質

珪石のみを分析すればli数g／t～309／t内外に過ぎない。

　赤石鉱山についても多孔質珪石のみを分析したものは

第 19 図

i数g／t～i数1091tに，過ぎない。た黛し，このような多孔

質珪石には，稀にその細い割目に沿つて乳白色薄膜様の

石英に伴なつて自然金の晶出が認められ，高品位を示す

ことがある。

　緻密質珪酸鉱は上記多孔質珪酸鉱と随伴して産出する

が，その金品位は若干低いようである。

　10．2脈歌珪酸鉱
　珪化帯中に脈状を塗して発達する石英脈であつて灰色

ないし灰白色の縞を有するものが多い。春日鉱山には彰

の種のものは稀であるが，赤石鉱山において獄顕著で，

その主要な脈状部は4条ある。この脈状部のもめも図の

ごとく角礫帯または赤褐色粘土帯を伴なうものは高品位

を示すが，・しからざるものは金品位は低い。

　上記のごとく脈状部では一般に銀品位が高く，Au／Ag

＝】15～1／10を示しているが，粘土を伴なうものは著しく

含金品位が高い。これはおそらく2次的に富鉱化された

結果と考えられる。

　10．3粘土鉱
　赤褐色ないし褐色の粘土を主とし，珪石の角礫を含有

するものである。春日鉱山におけるものはこの粘土脈に

沿つて硫砒銅鉱および黄鉄鉱の鉱染が著しく，これらの

鉱染の多い部分には金品位も高くなる傾向がある。十10

m以上の坑道では2次的に硫化物が酸化して褐鉄鉱に

変り，これにより粘土が褐色化しているもので，春日鉱

1
山
の高品位鉱は主としてこの種のものである。赤石鉱山

の高品位鉱もこれと同様なものが多いが，さらに脈状石

英に伴なう粘土のみよりなる鉱石がある・これにはしば

しば高品位鉱が多く，昭和洞においてはこの種の赤褐色
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角礁及び粘土を伴うもの

　　A喚A晩
一①．27　／80
②　42、　2え0

　　（4号脈）

〃重轟翠

　　Au舞　Ag貌
　　ノ053　　／220

　　　ぐ3号脈上部）

第

　　然らざるもゐ
　　　　　角蘇状石英及ぴ粘土

　　A吻－A勉，一
　　52．2　　　580

　　（旧坑上部）

　　　諌誌灘灘．

漏　灰…　
　　1
灰色石英

　　Au靴　、A2雛
　　／849，5　　　　440

　　　（昭・和洞上部）
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粘土に附着する自然金が肉眼的にも認められた・自然金

は赤褐色粘土中およびその表面に附着して不規則または

樹枝状・毛状等の形を示して晶出している・この種の鉱

石は第22図のごときものである。

上記の粘土中には硫黄鉱物は認められず，褐鉄鉱の微

粒が認められる程度である。

鉱石の肉眼的観察およびその一部の顕微鏡的観察によ

れば，その晶出の順序は下記のごとくと，思われる。

C’

C

』08αP・甲

Qb

11．品　位

鉱石品位については鉱山側および本所において分析を

行つた結果下記のごとくである。

春日鉱山産鉱石の完全分析は次の通りである。

　　ヤドrr押一→
第　　22　　圖

鉱　石
（春日鉱山産）

甚塊珪酸鉱
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（分析者：春日鉱山分析室）．
本所および鉱山において行つた金銀品位の分析結果は　　　ヵ所のみで，春目鉱山は日本鉱業株式会社，赤石鉱山は

下記の通りである。　　　　　　　　　　　　　　　　　宮内敬太郎氏によりそれぞれ稼行されている。鉱業権関

鉱 石

多孔質褐色珪酸鉱

黄青色粘土交り緻密質珪酸鉱

多孔質珪酸鉱

粘土鉱
灰白色珪酸鉱

多孔質駒灰色珪酸鉱

多孔質褐色珪酸鉱

乳白色珪酸鉱

粘土交り珪酸鉱

赤褐色粘土交り珪酸鉱

　ケ

Aug／t

11．7

26．7

4．7

179．3

12．7

　3。0
・1427．2

379．7『

1849．5

Ag9／t

53．0

7，0

3．0

44．0冒

3．0

40．0

『その他

Cu10．35％
Fe3．45％
Cu1．78％

採取場所
春日鉱山，本坑上20m10号

春日鉱山，本坑上10m南

春日鉱山，本坑上30m西

春日鉱山，上40m坑

　　　〃
赤石鉱山本坑

　　　ゲ
大正15年坑

大正15年坑

旧坑
昭和洞

備　考

鉱山における分析

　　〃
　　〃分析者
本所川野技官

　　〃
グ

〃

グ

ケ

．グ

〃

赤石鉱山の上記駒灰色珪酸鉱の1部を，微量分析を行　　係は下記の通りであ斎。

つた結果は下記の通りである。

Au

1

Ag Cu

6＊

Pb

？

Zn

？

As、

5

Sb

4

Te Fe

6

Ni Co Cr Mn

4

Ti

5

V

2

Bi Hg

1
－I

l

S圭

M

A1

M
（分析者：　高橋技官）

　　　　　　　　　　　　　鉱山名　　鉱山所在地　　鉱業権者　　　鉱区番号
　　　玉20沿革現況および生産量　　春日鹿児島県枕崎市鱒謹霧撚採登

』
現
在
・
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春日鉱山は昭和26年度末現在173名の従業員により

稼行され，おもに本坑鉱床上部および第一鉱体が採掘さ

れている・粗鎌珊砕して・坦聯と粉鉱とに分類し

枕崎港より佐賀関製錬所に送鉱されている。

　昭和21年より同26年までめ粗鉱生産量は下記の通り

である。

年　度

昭和21年

ゲ22ケ

ヴ23ゲ

〃24〃
『
ゲ
2 5ゲ

グ26ゲ

1繊量t

6，582

8，180．

7，132

8，199

9，564

1品位9／t

　4．3グ

　4．1

　3．7

　3．8

　6．6

陰有量9

28，467

33，369

26，722

31，506

62，694

’
赤 石鉱山は宮内氏の個人経営で，明治45年頃より稼

行され，従業員は昭和26年末現在16名であるが，農繁

期その他により従業員の変動は著しい。昭和20年末ま

でに稼行され出鉱した鉱石の量は36，973tonに達し，

これはほとんどすべて自家製錬に供し，870kgの産金

をみている。

製錬は薩摩式水銀混示法を実施し，その能力は5ton／

dayである。その実牧率は一般に悪く30～60％を示し

塊鉱および硫化物の多い鉱石は特に低い。

昭和21年より同26年までの粗鉱の生産量は下記の通

りである。

上記の期間の鉱石は日本鉱業佐賀関製錬所および神岡

鉱業串木野鉱業所へ売鉱されている。

（附記）

南薩の気候は温暖で，、樹木は潤葉樹，針葉樹が繁茂す

る。冬期の積雪・結氷は稀であるが，俗に．『灰石』と称

せられる火山灰の多いこの地域の道路は6月・9月の梅

雨期および殿風期には多量の降雨のために泥潭と化し，

トラック等の車馬による鉱右輸送は著しく阻害され，ま

た魔風期には暴風雨のために陸上・海上ともに相当の被

害をうけるようである・附近の部落はこの被害をさける

ために風当りの少ない地形，すなわち起伏の凹所に集つ

ているQ

年劇粗鑓t1含金融9！t 金含有量

9．0

9．4

12．5

17．9

15．2

15．2

2，466

4，089

4，300

3，574

5，318

5，318

13．結　語

昭和21年度

〃22ゲ
．グ23グ

〃24グ
ケ25〃

〃26〃

274

434

343

199

350

350

本地域一帯の含金珪化帯は附近の地質構造と裂鐸系と

に支配され分布している。このなかの含金品位は平均

Au数g／tに過ぎず，現在の経済状況では直接稼行の対

象とはならないが，この珪化帯中には裂薩系に沿つて含

金富鉱部の存在が認められる。春日・赤石等の鉱床はい

ずれもこの部分を主として稼行している。

　これらの金鉱床の探鉱についてはまず珪化帯の存在を

確認することが必要であるが，地形的な高所となつてい

る春日・赤石・栗ケ野・岩戸山等は明瞭に珪化帯の存在

が確認できるが，これ以外の所は阿多火山による泥熔岩

により広く被覆され，その厚さは数16～100m以上に

達しているので，その確認は地形的な特徴，物理探鉱お

よびボーリyグによるより方法はない。これらの珪化帯

すべてが稼行の対象となる含金品位を示す、とは限らない

が，この地域の同種の金鉱床を開発するためには，これ

以外には方法がないと、思われる。

　　　　　　　　　　（昭和27年6月調査）1
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